

























































































































































































































































































































































































申請の割合 プロジェクト数 プロジェクト数 財政負担率
領域 % StructuralFond ER打 ザクセンのFSに関する負担%
交通 23 6 .3 19
その他のインフラ 7 17 8 51
環境 20 7 2 35
経済開発 7 8 2 16
ツーリズム 5 12 5 13
農村対策 10 4 4 5
森林 12 7 1 ll
職業教育 12 7 1 ll
社会文化 3 5 3 13
技術援助 3 5 1 24
総計 100 67 29 20
表1-2 市町村別要求件数とその割合
1993 1994 1995
市町村名 件数 割合% 件数 割合% 件数 割合%
L8bau-Zitt 25 80.6 40 71.4 51 46.4
G8rlitz 6 19.4 9● 16.0 27 24.5
Kamenz 0 0 0 0 2 1.8
Hoyerswerda 0 0 3 5.4 4 3.6










1992 1993 1994 1995 1996
ポーランドから 532 643 1315 1436 1749
ポーランド側























































































































































件数 補助額MECU 件数% 補助額%
Nisa 25 17.5 42 26
Elbe-Labe 7 10.5 12 15
Erzgebirge 3 1.7 5 2





















































































































































































































































げて ｢これら (ハンガリー 系少数民族の保護と人権､教育の自由)を具体的に実行す
るためにも､ユーロリー ジョンは､西欧の支持と監視の下に､少数民族に人権と文化･
教育を保証していくという意味を持ってuる｣と主張しているが､ユーロリー ジョン
に機能としては､地域としての活動を担う組織であり､人権保護のような政治的な課
題からは､距離を置く傾向にあり､また一方的に西欧の監視下にという見方も地域と
しての活動の意義を過小評価しているのではないだろうか｡羽場久浪子 『拡大するヨ
ーロッパ』岩波書店､1998年､136貫.
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